




　愛知大学地域連携研究センターは、2013 年 4 月に、
共同利用・共同研究拠点制度における「越境地域政策
研究拠点」の認定を 6 年間受けており、2015 年度で
























の表れとして公募研究 27 件には 74 機関が含まれ、
研究機関種別として大学 30、シンクタンク 20、行政
17、その他 10 と広がりをみせており、地域別にも東




































共同研究は 11 件を採択している（84-101 頁参照）。
また、昨年度の共同研究の結果として、4 題の論文・
報告を本紀要に掲載している。
　3. 共同研究の基盤整備：海外大学との協定に基づく
共同研究に関連して、上海師範大学からの長期滞在研
究の受け入れを行った。
　前期 3 年の終了に併せて、関係する研究機関、行
政機関等の研究者の皆様に御礼を申し上げるととも
に、後期 3 年間においてもご協力をお願いしたい。
